
第４回ご当地キャラ・ユニットフェスティバル部会 議事録 

開 催 日 時 令和元年９月 27日（金）13：30～14：30 

開 催 場 所 知立市役所現業棟 第 10会議室 

出 席 者 ８名／10名 

欠 席 者 ２名／10名 （多田委員、永井委員） 

事 務 局 企画政策課長補佐 政策係担当 

１．全体会の報告 

事務局より９月 25日に行われた第２回 50周年事業実行委員会の説明を行った。 

＊詳細については、後日議事録と資料を送付するためそちらを確認していただく。 

 

２．招致ご当地キャラの決定 

◆当日会場に招致するご当地キャラの検討 

・招致費用について、原則こちらで交通費等の負担はしない。ただし、ゆるキャラグランプリ等の全

国規模の大会で優勝した実績のあるキャラは例外で交通費等の負担をするということでどうか。 

→承認（人気のあるキャラが来ることは魅力あるイベントに直結する） 

前回アンケート調査の結果を参考に、彦根市と佐野市のご当地キャラに交渉をすることにした。 

 

・出演キャラを公募してみてはどうか。メリットとしては、話題作りになったり、招致キャラの公平

さを保つことが出来る。方法としては、経済課が全国ゆるキャラ協議会に加入しているため、その

ネットワークを使用すれば、全国の自治体等に展開することができる。 

≪意見≫ 

25体の枠を超えた時の選考基準が難しい。 

アンケート調査の結果から、声を掛けて 25体を集めることができれば良いのでは。 

西三河エリアの自治体のキャラや 50 周年を同時に迎える自治体のキャラ、ちりゅっぴの誕生日会に来

てもらっているキャラなど既に繋がりのあるキャラには声を掛けた方が良い。＊「なごみしばっこ」

に声を掛ける。 

→よって公募は行わない。こちらが 25体を選定して管理者と交渉し、集めることにする。 

≪その他招致キャラに関する意見≫ 

かねふく明太子パークのキャラが出演してくれれば、ブースに明太子グルメが登場するかもしれな

い。名鉄レジャックのクジャックもちりゅっぴと繋がりがある。ボウリングに絡めたゲーム性のある

ものが出店できるかもしれない。 

 

３．当日ステージイベントについて 

◆当日外のステージと中のステージで行うイベントを検討 

前提として『キャラと子どもたちが触れ合えるイベント』がよい。 

従来から出ていた内容としては、 

・じゃんけん大会 

・景品はそれぞれの団体に自分たちのグッズを用意してもらう。 

・全キャラでちりゅっぴダンス 



≪意見≫ 

ビンゴ大会であれば、景品は配布しやすい。→ビンゴカードの準備や配布など課題はある。 

キャラと子どもたちで、玉入れ大会や綱引き、輪投げ大会。 

イベントの最初と最後でステージイベントに何もないと、イベント全体が締まらない気がする。最後

に全キャラが集まってフィナーレイベントを行ってはどうか。 

アンケート調査の結果にもあるとおり、出演キャラはあくまで自団体の PR のために来ているため、外

のステージでは PRタイムを設けなければならない。 

 

検討の結果、現段階では次のとおり予定する。 

外ステージイベント ５分×全キャラ 

中ステージイベント じゃんけん大会→景品の配布 

フィナーレイベント（外のステージ） 全キャラでちりゅっぴダンス ※スペース有無など課題はあ

る 

 

４．想定される必要経費 

ブースや着替えテント、ステージ設営については見積を徴収した。 

その他、キャラの招致費用及び昼食代などが想定されるため、それらは事務局で積算する。 

 

 

以上で会議は終了。 

次回会議は、11月 11日 13時 30分～ 第９会議室 

 

 

 


